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報道関係 各位 

台湾・国立陽明交通大学研究チームが周南公立大学を訪問 

― 旧海軍燃料廠を通じた日台研究者および学生との交流を実施 ― 

周南公立大学は、2026 年 6 月 29 日（月）、台湾を代表する研究大学である国立陽明交通大学の

研究チームを迎え、研究交流及び学生への特別講義を開催します。来訪するのは、国立陽明交通

大学 人文芸術・社会学院院長・応用芸術研究所教授であり、「六燃博物館チーム」代表を務める

賴雯淑（ライ・ウェンシュ）教授を中心とした研究チームです。同研究チームは、日本統治時代

に建設された旧日本海軍燃料廠の地域間の関連性を見出し、相互に連結させることを主眼に研究

しています。今回の来訪では、台湾・新竹市の「第六海軍燃料廠」と関係の深い周南市の「第三

海軍燃料廠」跡地等を調査し、歴史遺産が現在のまちづくりや地域発展に果たしている役割につ

いて理解を深めます。 

当日は、本学図書館への関連図書の寄贈に加え、本学教員等との研究交流、学生向け特別講義

を実施します。講義では、台湾に残る海軍燃料廠跡地の保存・活用事例や、歴史遺産を地域資源

として活かす取組について紹介いただく予定です。 

 

日 時 令和 8年 6月 29 日（月） 

内 容 ・図書寄贈     10：30～10：40  場所：周南公立大学附属図書館ロビー 

      田淵 啓二 本学グローバル化推進本部 副本部長 が受け取り 

（図書寄贈後、別室にて関係者による研究交流） 

・学生向け特別講義 13：00～14：30  場所：S1403 教室 

※図書寄贈及び学生向け特別講義ともご取材可能です。 

来訪者 台湾・国立陽明交通大学 人文芸術・社会学院院長・応用芸術研究所教授 

賴 雯淑（ライ・ウェンシュ）氏 をはじめとする研究チーム 計 6 名 

研究概要 今回の研究プロジェクトは、旧日本海軍燃料廠が戦後の都市形成や産業集積に与え 

た影響の調査を念頭に、台湾・新竹市、高雄市と山口県周南市、福岡県志免町など 

の比較研究を進めることとし、両市町を中心に約１週間の調査を行います。 

 

図書寄贈・講義に関する問い合わせ：周南公立大学経済経営学部経済経営学科 伏木教授 

               E-mail：fushiki24@shunan-u.ac.jp 

取材等に関するお問い合わせ：周南公立大学経営企画部経営企画課 広報室  

              TEL：0834-28-6880   E-mail：koho@shunan-u.ac.jp 

〒745-8566  

山口県周南市学園台 843-4-2 

ＴＥＬ 0834-28-0411 (代) 

FAX 0834-28-8790 



 


